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今年10周年！ 第６期【上サロベツ自然再生協議会】始動

『湿原と農業の共生』を目指して、平成17年にスタートした上サロベツ自然再生協議会

は、今年ついに10周年を迎えました。去る、平成27年2月19日（木）、豊富町民セン

ターにて第14回上サロベツ自然再生協議会、及び第15回再生普及部会が開催されました。

また、3月5日（木）には、第20回再生技術部会が開催されました。

サロベツ・エコモー・プロジェクトへのご参加を！

登録された活動には
ロゴマークが付いています

サロベツの自然・歴史・文化を楽しむ活動を通して、湿原

と農業が共生する地域づくりを進めるためのプロジェクト

が、「サロベツ・エコモー・プロジェクト」です。

地域の方々が既に行っている活動も登録できますし、活動

を知ってイベントに参加していただくことも可能です。

詳しくは「エコモー」で検索してホームページをご覧下さ

い。サロベツで活動する仲間とつながりましょう！
昨年は30団体・30活動の

登録がありました

昨年度実施された活動の一例です。詳しくはホームページ（http://www.sarobetsu.or.jp/ecomo/）に掲載中。

＜再生普及部会座長＞

高瀬 清 氏
（認定NPO法人ｻﾛﾍﾞﾂ･

ｴｺ･ﾈｯﾄﾜｰｸ代表理事）

2年任期の協議会は、今年が構成員の改選期にあたり、梅田会長をはじめ以下の方々が

再任されました。なお、今期からは地元の豊富小学校・豊富中学校・豊富高校が新たに

加わり、全体で49名（団体含む）となっております。

＜協議会会長＞

梅田 安治 氏
（農村景観研究所所長/

北海道大学名誉教授）

＜再生技術部会座長＞

井上 京 氏
（北海道大学農学研究院教授）

普及部会では、サロベツ・エコモー・

プロジェクトの取り組みが広がってい

ることなどが報告されました。また、

技術部会では、湿原と農地の間に設け

られた緩衝帯のモニタリング結果が良

好であることなどが報告されました。
（裏面で自然再生事業を紹介しています）



「上サロベツ自然再生協議会」運営事務局 代表
〒098-4110 天塩郡豊富町大通６丁目 豊富町商工観光課

ＴＥＬ: 0162-82-1001 ＦＡＸ: 0:162-82-2806
E-mail: saisei@town.toyotomi.hokkaido.jp

サロベツの自然再生については、

http://www.town.toyotomi.hokkaido.jp/
http://sarobetsu-saisei.jp/

もご覧ください。
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